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未来を生き抜く生徒の育成 ～互いにつながり、伸びる学校をめざして～

失敗を恐れず挑戦し、自分たちの力でよりよい学校を！

校長 林 隆之
紫陽花が美しく色づき、梅雨の訪れを感じる季節となりました。１学期も折り返し地点を過ぎ、生

徒一人ひとりが、それぞれの立場で成長していることを嬉しく感じています。
特に、学校生活をよりよくしようと活動している生徒の姿は、とても頼もしいものです。先日の生

徒総会では、生徒会執行部、環境委員会、保健委員会からの活動計画が報告されたのち、「全校の交流
を深める取組について」という議題で話合いが行われました。今年度の生徒会スローガン「桜梅桃李
（おうばいとうり）」のように、一人ひとりの意見を大切にしながら、全校生徒の関わりを深めるきっ
かけとなる話合いとなりました。
生徒会活動は、単に行事を運営したり、仕事を分担して行ったりするだけではありません。仲間の

意見を聞き、自分の考えを伝え、協力しながら課題を解決していく経験は、社会の中で生きていくた
めの大切な力となります。
これからの学校生活でも、生徒には失敗を恐れず挑戦し、自分たちの力でよ

りよい学校を築いてほしいと願っています。教職員も、生徒の主体的な活動を
支えながら、一人ひとりの成長を大切にしてまいります。
今回は生徒総会のことを少し御紹介しましたが、日々の様々な活動について、

本校ホームページに掲載しています。右の二次元コードを読み取っていただく
と、本校ホームページにアクセスできますので、ぜひ御覧ください。

6月10日(水)、生徒総会を行いました。各学級では事前に、岩国西中学校をどんな学校にしていきた

いか、全校で交流を深めるためにはどのような取組を行うとよいかなどについて話し合い、執行部・専

門委員長・議長は、昼休みに集まったり、放課後入念にリハーサルをしたりと、準備を進めてきました。

当日は、３年生の積極的な挙手につられるように、１、２年生も様々な角度から建設的な意見を発表。

今よりもっと全校生徒の仲がよい、交流の盛んな岩国西中学校にするための取組がたくさん挙がりまし

た。生徒全員が、学校をよりよくするために真剣に考えることのできた生徒総会でした。

２日(木) 耳鼻科検診（1･3年） 10日(金) スポーツマッチ

３日(金) 高校説明会（3年） 13日(月) 情報モラル教室

６日(月) 心肺蘇生法講習会・放課後学習会 14日(火) 薬物乱用防止教室・個人懇談

７日(火) あいさつ運動・給食巡回訪問 15日(水) 科学センター訪問

９日(木) 防災学習 16日(木) 個人懇談

９日(火) 河内地区生徒指導推進協議会 17日(金) 終業式

◆自分の役割をきちんと果たすことができた。最初はドキドキし
てとても不安だったけれど、意見を言うたびにだんだんと慣れて
いったのでよかった。１年生のときは１回しか発言できなかった
けれど、５回以上は発表できた。
◆３年生が意見をたくさん出して１年生のお手本になっていた。
１年生も初めてだけど、活動を考えて話合いに参加できてい
た。委員長は、大きな声でみんなに伝わるように説明していた。



5月22日(金）、錦川清流線と徒歩で、錦帯橋に出かけました。まずは錦帯橋周辺で、班別自主研修。
自分たちで立てた計画に沿って、石人形記念館、岩国シロヘビの館などを見学しました。その後、ロー

プウェーに乗って、岩国城に行きました。城の前でお弁当を食べてから、徒歩で下山しました。身近な

錦帯橋周辺ですが、自分の興味のある場所を選んで巡ったことで、また新たな発見がありました。

5月22日(金）、切符の購入からすべて自分たちで行い、錦川清流線と山陽本線、フェリーを乗り継

いで、宮島自主研修を行いました。水族館でアシカショーを見た後、ロープウェイで弥山に登り、アッ
プダウンのある山道を山頂まで歩きました。外国人に岩国の紹介をするミッションでは、オーストラリ

アの方と仲良くなりました。自分たちで考え、協力しながら行動する大切さを学べた研修でした。

5月20日(水)には、神戸の「人と防災未来センター」で防災について学

んだり、革のキーホルダー作りを体験したり、異人館を見たりしました。

5月21日(木)には、清水寺、金閣寺を巡り、瑞光窯でろくろ体験をしまし
た。京都では、外国人観光客にインタビューをし、写真を一緒に撮るとい

う英語科からのミッションもクリアしました。5月22日(金)は、ユニバー

サルスタジオジャパンで一日遊び、3日間の旅行を満喫しました。

5月26日は1年生、6月16日には、2・3年生が、

スクールカウンセラーによるGHPの授業を受けまし

た。GHPとは、健やかな心を育むために、山口県が

行っている心理教育プログラムです。1年生は、みん

なで協力して課題を解決する活動を通して、人間関

係作りを学びました。2年生は、非言語コミュニケー

ションの大切さを学び、3年生は、自分を客観視する

ことで、自己理解を深めることができました。

◆弥山に登ったときに、「みんなで登った」という達成感
がすごくあったし、頂上はすずしくて気持ちよかった。い
ろんな困難があったけれど、それもいい経験になった。
◆立てていた計画がちょっと失敗してしまい、くやしい。
水族館は、きれいでいろんな生き物がいて、アシカショ
ーが楽しかった。山登りは、今年一番きつかった。

◆みんなの様子を見たり、引っ張っていく力が成長した。
仲間と話し合い、行動に移すこともできた。
◆少しでも遅れると時間がもったいないので、メリハリを
つけて、予定通りに動くことができた。
◆時間を見ながらみんなをまとめることができた。初めて
岩国城から徒歩で下りたので、体力がついた。

◆金閣寺は、インターネットで見るよりも大きく、近くで見
ることができた。本当に金色なんだ！と感動した。
◆「人と防災未来センター」では、リアリティの高いシミュ
レーションをしたり、資料を見たりして、被災者のメッセー
ジなどたくさんのことを知った。
◆革細工は案外簡単で、唯一無二のものができた。


